






10（中学校） 

 

 

・凶作、ききんの影響で農民は仕事が

なかった。 

・農村の田畑は荒れていた。 

・故郷に帰っても仕事がなかった。 

【幕府】 

・幕府の収入は年貢米だった。 

・年貢をとるために命令を出した。 

・農民に米を作らせ、収入を得ようと 

していた。 

・凶作やききんの影響で収入が安定し

なかった。 

（（６６）板書）板書及び及びワークシートワークシート・・配付資料配付資料    

    

課題：幕府を立て直すために必要な政策について考えよう。 

 

 

 

＜天保の改革＞ 老中：水野忠邦 

内容 

１．倹 約 令：ぜいたくを禁止 

２．派手な生活や出版物をとりしまる。 

３．株仲間を解散 

４．人返し令：江戸に出かせぎに来てい 

る農民を故郷に返す。 

５．上 知 令：江戸・大阪周辺の土地を 

幕府の領土とする。 

 

    

（７）単元を通じての成果と課題        

＜成果＞ 

・思考が深まるように生徒が発表した意見を、他の生徒に改めて聞いた。意見のぶつかり合いが

少なかったものの、同意見でも発言ができていたところがよかった。 

＜課題＞ 

・生徒への支援が少なく、考えなければいけない場面で意見が書けない生徒がいた。すでに学習

した語句でも理解できていない生徒が多くいたので、語彙を増やす支援が必要であった。 

・生徒が自分の意見をまとめられるように、表現支援を提示し、文章の形にしておくと書きやす

かった。 

・復習の場面では、前時の内容のうち、本時につながるような振り返りをし、流れを把握させる

必要があった。 

 

水野忠邦の絵 

資料１ 

＜人返し令について。＞ 

＜幕府を立て直すために必要な政

策について考えよう＞ 

生徒の意見を板書する。 

ききん、百姓一揆、打ちこわし

発生件数 

資料２ 

１．凶作により、田畑は荒れ、ききんも続いていた。 

２．故郷に帰っても仕事がなく、農村で生活をする

ことは難しかった。 

１・２から天保の改革は失敗したと考えられる。 


